
松平頼重建立の本堂は葵紋入り丸瓦

長尾寺補陀洛山
観音院

前山おへんろ交流サロンツインパルながお

長尾寺と大窪寺との中間に位
置する、おへんろ文化を伝える
施設。建物の中にはお茶の
サービスなどがある休憩コー
ナーも設置されており、展示さ
れている貴重な資料を見学し
たあとは、旅の疲れを癒やすこ
ともできる。おへんろ交流サロ
ンを起点として大窪寺まで歩
いて行ける「へんろ道マップ」
も作成されている。

経幢

経幢とは写経を埋めた上に立
てるもので、仁王門前に左右一
対で立っている。東側のものに
は「弘安九年五月」、西側には
「弘安六年七月」の銘があり、
元寇出征将兵の霊を慰めるた
めにたてられたものとされてい
る。鎌倉時代より栄えた名刹の
歴史を物語る貴重なもので、重
要文化財に指定されている。

天然温泉とトレーニングルー
ム、アリーナが一体となった健
康施設。温泉は和風と洋風の
露天風呂、ジェットバス、寝湯、
サウナを完備。泉質は単純弱
放射能冷鉱泉。流水プール、子
ども用プール、ジャグジープー
ルなどの温水プールは7・8月
のみ営業。小さな子どもから大
人まで楽しめる。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

香川県さぬき市前山936
0879・52・0208
8：00～16：00
12/31、1/1料休休

香川県さぬき市長尾名1494-1
0879・52・1126
施設により異なる
水曜（祝日の場合は翌日）
入浴のみ大人610円、
入浴とプール大人1,020円
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第87番 長尾寺 
●香川県さぬき市長尾西653    
☎0879-52-2041 
●宿坊／なし

第88番 大窪寺
●香川県さぬき市多和兼割96   
☎0879-56-2278 
●宿坊／なし

　天平11年（７３９）、この地を訪れた行基が
柳の木で聖観音像を彫り、安置したのが始まり
とされる。大同年間（８０６～８１０）、入唐にあ
たって弘法大師が訪れ、年頭七夜の護摩祈祷
を行った。帰国後、入唐の大願成就を感謝した
大師は、大日経一字一石の供養塔を建て、堂
宇を建立した。その後、寺運は栄えるも、戦乱に
より諸堂を焼失。慶長年間（１５９６～１６１５）、
讃岐国守の生駒一正によって再興された。さら
に後には高松藩主松平頼重により庇護され、
松平家の祈願寺となる。源義経の側室である
静御前が得度した寺との言い伝えもあり、長尾
寺には静（宥心尼）の位牌が残っている。

　仁王門前に左右一対で建っている経幢
（きょうどう）の間を通り、門を抜けると、参道
横に香川の保存木である楠がそびえ立つ。
正面には平成19年（２００７）11月に屋根瓦
を葺き替えられた本堂が建ち、向かって右側
に大師堂、左側に護摩堂が配置されている。
　本尊は聖観世音菩薩。度重なる戦乱や火
災にも不思議に残ることから、松平頼重に
「当国七観音随一」と指定され、秘仏として
祀られている。
　長尾の商店街にも近く、町の人からは「お
観音さん」と親しまれており、境内は地域の
コミュニティの場としても利用されている。
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静御前をまつる「お観音さん」

御詠歌／あしびきの山鳥の尾の長尾
寺秋の夜すがらみ名をとなえよ
本尊／聖観世音菩薩
真言／おん あろりきゃ そわか
宗派／天台宗
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内は地域交流の場にもなっており、行事で賑わう

➡

大師
堂

仁王門

納経所

本堂本坊

Ｐ

お休み処静

薬
師
堂

天神宮

お休

Ｐ

静
御
前

剃
髪
塚

護
摩
堂

楠

経幢

手
水
舎



３

３

３

３

３

３

14
8

37
7

37
7

37
7

37
7

四 国
の み
ち

曽 江 谷 川

鴨

　部 　川

槇
　
川

栴 檀 川

二
股
池

前
山
ダ
ム
湖

石 神 池

護 摩 山

矢
筈
山

女
体
山

女
体
山

一
心
寺

一
心
寺

石
神
神
社

石
神
神
社

前
山
小
学
校

前
山
小
学
校

来
栖
神
社

来
栖
神
社

多
和
神
社

多
和
神
社

前 山 ダ ム前 山 ダ ム

道
の

駅
な

が
お

道
の

駅
な

が
お

前
山

お
へ

ん
ろ

交
流

サ
ロ

ン
前

山
お

へ
ん

ろ
交

流
サ

ロ
ン

太
郎
兵
衛
館

太
郎
兵
衛
館

護
摩
神
社

護
摩
神
社

結
願
の
里

天
体
望
遠
鏡

博
物
館

結
願
の
里

天
体
望
遠
鏡

博
物
館

大
窪

寺
大

窪
寺

お
お
く
ぼ
じ

お
お
く
ぼ
じ 八
十

窪
八

十
窪

野
田

屋
 竹

屋
敷

野
田

屋
 竹

屋
敷

細
川
家
住
宅

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

細
川
家
住
宅

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

相
草
公
民
館

相
草
公
民
館

10
0

20
0

20
0

20
0

30
0

30
0

30
0

30
0

30
0

40
0

40
0

40
0

40
0

40
0

50
0

50
0

50
0

60
0

60
0

60
0

70
0

70
0

（
標
高
44
5ｍ
）

（
標
高
77
4ｍ
）

（
標
高
78
7ｍ
）胎

蔵
峰

胎
蔵

峰
た
い
ぞ
う
み
ね

た
い
ぞ
う
み
ね

花
折

左
直
谷

出
作

別
所

葛
野大
石

中
津

星
越

大
多
和

来
栖

紙
漉

譲
波

小
倉

長
尾
谷

門
入

多 和 力 石 上

多 和 経 座 西
多 和 経 座 東

多 和 力 石多 和 助 光 西

多 和 助 光 東

多 和 額 西
多 和 西 浦 山多 和 相 草 西

多 和 相 草 上

多 和 竹 屋 敷

多 和 東 谷

多 和 額 東

多 和 額 北

多 和 相 草 東

前 山

多 和 槇 川

多 和 兼 割

多 和 菅 谷

さ ぬ き 市

三 木 町

東 か が わ 市

徳
島
県
 市
場
町

88
（ 境
内 へ
▼ ）

（ 山 門 へ ▼ ）
（ 境 内
へ ▼ ）

（ 境
内 へ
▼ ）

10
10

３

３

27
9

27
9

琴
電
長
尾
駅

香
川
用
水

鴨
　
部
　
川

熊
田
池

宮
池

長
尾

寺
長

尾
寺

ツ
イ

ン
パ

ル
な

が
お

ツ
イ

ン
パ

ル
な

が
お

な
が
お
じ

な
が
お
じ

長
尾
小
学
校

長
尾
小
学
校

長
尾
中
学
校

長
尾
中
学
校 亀
鶴
公
園

亀
鶴
公
園

長
尾
総
合
公
園

長
尾
総
合
公
園

一
心
寺

一
心
寺

き
む

ら
き

む
ら

塚
原
橋

上
名

池
ノ
内

川
上

初
音

辛
立

塚
原

下
屋

筒
井

西
町
中

下
名

亀
鶴千
代
町

福
家

陵

清
水

東
町

下
通

長 尾 西

長 尾 西

昭 和

長 尾 名

長 尾 東

87
あ

づ
ま

や
旅

館

結
願

の
宿

な
が

お
路

第
87
番
　
長
尾
寺
　
　
第
88
番
　
大
窪
寺

信
号

警
察
署

消
防
署

交
番

郵
便
局

神
社

寺
院

縮
尺
= 
1：
27
,0
00

10
00
m

0

12
.3
km

　
※
赤
い
点
線
は
遍
路
道
の
一
例
で
す

結
願
の
宿
 な
が
お
路

あ
づ
ま
や
旅
館

野
田
屋
 竹
屋
敷

八
十
窪

08
79
-5
2-
30
84

08
79
-5
2-
24
15

08
79
-5
6-
22
88

08
79
-5
6-
20
31

1 2 3 4へ
ん
ろ
み
ち
周
辺
の
宿
泊
施
設

A地
点

A地
点

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、国
土
地
理
院
長
の
承
認
を

得
て
、同
院
発
行
の
数
値
地
図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土
基

本
図
(地
図
情
報
)及
び
数
値
地
図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土

基
本
図
(地
名
情
報
)を
使
用
し
た
。

（
承
認
番
号
　
平
28
情
使
、 
第
11
32
号
）」

各
札
所
の
マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
 w
w
w
.s
ei
ch
iju
nr
ei
-s
hi
ko
ku
he
nr
o.
jp


